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大会会長

横澤 規佐良

ご 挨 拶Greeting Messages

一般財団法人 軽井沢会、一般財団法人 軽井沢南原文化会、Bang＆Olufsen
株式会社 虎屋、セイコーグループ株式会社、バボラVSジャパン株式会社
三田興産株式会社、株式会社やまやコミュニケーションズ
株式会社スポーツサンライズドットコム、株式会社ハースト婦人画報社

秋山　敬悟
穴澤　彰一
阿部　康行
荒川　忠秀
石橋　知子
出光　正道

青木　隆雄
青木　花子
青木　博美
明石　康
秋田　修廣
秋田　正紀
秋山　紀久子
朝田　英太郎
葦沢　玲子
芦原　太郎
安積　貴士
阿部　良一
天野　朝子
網谷　充弘
アラウディーン ニラム
荒川　三秀
有沢　三治
有田　浩之
有村　博之
安西　祐一郎
飯塚　皓
池田　実也
石井　博子
石川　公子
石川　誠一
石川　隆一
石田　雅信
石橋　慶睛
磯部　修一
市川　雅洋
伊東　恵美子
伊藤　潤
伊藤　高嗣
井上　和代
井上　武
井上　雅雄
井上　真理
今里　道明
今田　早苗
今田　拓男
今村　孝子

金子　真理子
神尾　友信
神永　晉
亀井　亮
亀山　厚也
鴨下　泉
川岸　義道
川口　和秋
川﨑　次雄
川﨑　美和子
川﨑　雄一
川地　孝
神農　裕理
神原　直子
岸本　駿二
岸本　誠
喜多　崇介
北島　義斉
城戸崎　健
木下　豊子
木本　和伸
ギャリー ターナ
及能　茂道
金原　一郎
久野木　順一
窪野　玲央
久米　邦貞
倉島　喜一
栗岡　威
栗原　正樹
黒川　百合
監物　直美
國分　昌子
小坂　敬
小島　美知子
小菅　緑
小平　健
児玉　純一
小林　格
小林　慶一
小林　繁

竹中　祥悟
竹野　康造
武本　孝俊
田子　弘
田島　加代子
田島　晃平
田嶋　正晴
田代　大門
館野　園子
谷川　好一
谷田　泰
玉井　久男
玉置　惠子
塚原　穰
辻本　豊
土屋　宏
土屋　洋子
鶴　正登
銕川　陽一
鉄屋　正夫
杤木　一郎
富取　幸裕
巴　康将
豊田　光一
内藤　清子
内藤　省紀
永井　邦直
永井　素夫
長崎　眞知子
中島　惠美
中島　裕子
長島　正子
永瀬　美矢子
中野　昭徳
中野　敬
中野　正枝
中野　桃葉
中村　純
中村　節雄
中村　吉人
中山　恒博

岩江　秀和
岩崎　光子
岩下　哲二
上野　孝
上野　有利子
魚谷　雅彦
内田　公夫
内田　満
梅岡　宏行
梅沢　幹夫
梅原　一也
江澤　雄一
江橋　治郎
蛯名　洋介
大坂　千世
大塩　俊夫
大谷　隆俊
大田原　吉隆
大平　亮
緒方　うらら
岡田　直子
岡橋　修
岡村　繁
岡村　眞彦
小川　和宏
荻原　年
奥畑　暢子
小倉　節子
押切　貴美子
小田　忠信
小田　康之
尾台　正司
折田　純一
垣原　弘道
柏木　二郎
柏原　俊子
加藤　泰彦
鹿取　恵津子
鹿取　克章
金井　敬子
金子　文子

小林　俊司
小林　春彦
小林　博
小林　美香
小林　保清
小林　啓文
西園寺　裕夫
齋田　量穂
斉藤　一男
斉藤　規志孝
境　要子
境　米夫
坂口　宇多彦
坂本　洋子
佐久間　利章
佐藤　誠一
佐藤　秀良　
佐藤　博
佐藤　百合子
式部　透
渋井　久美子
渋谷　直子
白井　宏明
白石　剛久　
白幡　雄一
末續　佳子
菅原　邦彦
住川　碧
鈴木　茂
鈴木　光昭
妹尾　正治
園田　明子
髙橋　慎志
髙橋　久忠
髙橋　弘
髙村　幹子
田口　万里子
武内　香恵
武田　彰
竹田　恆和
竹中　康一

永山　治
楢原　常榮
那波　るみ子
新村　健
庭山　裕
野村　泰豪
ハサウエイ イエン 光
長谷川　英男
畠山　麻紀子
畠山　康
服部　秀生
花岡　紀夫
林　大介
林屋　昌太郎
原田　公敬
原田　寿子
東　俊太郎
平沼　秋
広瀬　満里
福田　加代子
藤井　道雄
藤田　俊郎
藤巻　充寿
二川　宗一
降旗　健人
堀田　正典
堀田　正篤
堀　和哉
堀内　光一郎
堀野　桜子
真上　俊樹
増岡　秀一
増岡　洋志
松平　和久
松永　和夫
松葉　和彦
松本　源太郎
松本　宜明
水野　成美
三田　大明
三田　由美

三井　富美子
宮﨑　徳子
宮田　一登志
宮田　典夫
村岡　安次
村山　貞幸
茂木　義三郎
望月　憲子
本山　博史
森　稔詞
森　可展
森島　信美
盛田　昌夫
諸戸　典子
八木　眞
八木　良三
矢澤　猛
安永　秀岳
柳原　留美子
山崎　直美
山田　隆治
山田　由美子
山中　力
山本　訓史
横澤　節子
吉田　敬子
吉田　朋史
吉田　裕明
吉田　宗弘
吉田　良博
依田　正人
米山　久枝
米山　裕幸
ラコー ピーター
渡邊　元
渡辺　洋一
鰐渕　美恵子

金子　義明
川鍋　季明
川村　龍夫
吉川　房子
黒川　光博
畔柳　信雄

武市　広治
坪川　宣隆
寺田　稔
新島　新一
根津　公一
服部　真二

堀場　雅彦
松平　永治
丸山　剛
諸戸　清郎
山本　正秀
横澤　規佐良
吉井　栄

（敬称略・五十音順）

猪熊　研二
上原　兼宗
上原　兼礼
太田　和彦
岡橋　輝和
金澤　有知

近藤　勇樹
坂倉　竹之助
迫本　栄二
笹沼　泰助
柴田　三千夫
田口　惠一

サポーター

（敬称略・五十音順）パトロン（個人）

パトロン（法人）

2024年度の軽井沢フューチャーズは、下記の皆さま方【パトロン（法人、個人・１口50,000円
以上）、サポーター（個人・１口10,000円以上）】の募金でトーナメントを運営することが出
来ました。本大会開催の趣旨にご理解をいただき、ご支援、ご協力をいただきましたこと、
深く感謝申し上げます。

　軽井沢フューチャーズテニストーナメントは皆様方のご支援のもと、今年で20周年を迎えました。
「ひとりでも多くの日本人男子選手を世界の檜舞台に立たせるために」という目的で始めた軽井沢
フューチャーズは、お陰様で数多くの選手を世界に送り出すことができました。
　今年の大会は降雨の影響で開催日程に影響が出ましたが、土曜日にシングルス準々決勝と準決勝、
ダブルス準決勝と決勝を行ない、最終日にはシングルス決勝を無事に終了することができました。
　シングルスの優勝は2022年全米オープンの予選に出場し、自己最高ランキングで147位を記録した
内田海智選手が福田創楽選手にフルセットで勝利し、プロ転向後シングルスで初のタイトルを獲得
しました。
　またダブルスでは、伊予銀行の実業団ペアの楠原悠介・中川舜祐組が豪州の兄弟ペアを下して
初優勝を果たしました。
　今年も将来あるジュニア選手や学生達に本戦と予選のワイルドカード（主催者推薦枠）を提供し、
その選手たちが初戦を勝ち上がるなどの好成績をおさめ、世界ランキングの対象となるATPポイント
を取得することができました。彼らがこのポイントを足がかりに、ATPチャレンジャー、ATPツアーや
グランドスラム大会へ駆け上がって行くことに期待したいと思います。
　軽井沢フューチャーズは、大会開催の趣旨にご賛同いただいた皆様方のご支援のお陰で、20年
にわたり「継続は力なり」を実践することができました。今後も日本男子テニス界の広い裾野を支え
ていくトーナメントとして継続してゆきたいと思います。
　引き続き本大会をご支援くださいます様、宜しくお願い申し上げます。
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　今年で20年目を迎えた軽井沢フュー
チャーズ。新緑の眩しい軽井沢で５月26日よ
り先ずは予選がスタートしました。
予選のドローは国際色も豊かで、マレーシ
ア、フランス領ポリネシア、オーストラリア、フィリ
ピン、韓国、カナダ、アメリカなどから多くの外
国人選手が軽井沢を訪れ、国際大会に相応
しい顔ぶれとなりました。大会側からのワイ
ルドカード（主催者推薦枠）は柳川高校３年
の新実剛生、慶應義塾大学３年生の菅谷優
作、伊予銀行の実業団選手の楠原悠介らに
提供され、楠原と菅谷が見事に予選を通過
と期待に応えてくれました。

　シングルス本戦の第１シードは自己最高ラ
ンキング343位の越智真。しかしながら降雨
の影響でシングルスの１回戦がセルフジャッ
ジのファイナル・10ポイントマッチタイブレーク
という特別ルールが適用され、初戦敗退とい
う波乱含みの幕開けとなりました。シード順
では第２シードには2022年に自己最高となる
147位に上げ、チャレンジャー大会でも２度の
優勝経験があり全米オープンの予選にも出
場した内田海智。第３シードは昨年のこの大
会でもベスト４に入り優勝を狙っている白石
光。第５シードは軽井沢ではジュニアの頃か
らの出場で昨年もベスト４に入った福田創楽
らが上位シードのドローとなりました。

内田海智が福田創楽を
フルセットの末で破り、
国内開催の国際大会で初優勝

第20回　
軽井沢フューチャーズ
トーナメントレポート

BLACK

　本戦のワイルドカードは今年慶應義塾大
学を卒業し大学院に進みつつプロに転向し
た林航平、2017年に高校総体で３冠を達成
しアメリカのUC・バークレーに進学し卒業後
プロ転向した菊池裕太、昨年の全日本ジュ
ニア16才以下で優勝したジュニアの田畑遼
に提供し、田畑が１回戦で勝利しATPポイン
ト１点を初取得しました。

　今大会の台風の目となったのは予選のワ
イルドカードから出場した菅谷。１回戦で中
川舜介を、２回戦で磯村志を、３回戦で韓国
のSHINを破り堂々のベスト４進出。準決勝
では優勝した内田海智に敗れたもののATP
４ポイントを取得し、1322位にランクインと立
派な結果を残しました。

　本戦期間中も降雨による日程変更が相次
ぎ、終盤の土曜日にはシングルスの準々決勝
と準決勝、ダブルスの準決勝と決勝という日
程が組まれ、選手たちにはタフな１日となりま
したが、内田が田沼諒太と菅谷をそれぞれ
ストレートで下して決勝に進出。もう一方では
福田が今村昌倫、正林知大をこちらもそれ
ぞれストレートで破り決勝に駒を進めました。

　シングルス決勝は６月２
日。当日はあいにく天気予
報では雨。軽井沢フュー
チャーズでは2018年以来２
度目の雨の最終日となり、会
場を軽井沢インドアテニスク
ラブに移動。サーフェスは
砂入り人工芝とコンディションが変わってしま
いましたが、身長が180センチ同士のビッグ
サーバーのふたりの対戦はチャレンジャー
大会の決勝を思わせるような白熱した試合
内容となりました。第１セットはタイブレークの
末に福田が取り先行。第２セットは7-5で内
田が取ってセットオールとな
りまさに手に汗を握る接戦。
ファイナルセットは経験が上
回る内田が福田のサーブを
２度ブレークして軽井沢で
の栄冠を手にしました。海外
でのフューチャーズやチャレ
ンジャーなどではダブルスを
合わせると20以上のタイトル
を持つ内田ですが、日本国
内で開催される国際大会で
は初めてのタイトルで、本人
も13年前の全日本ジュニア
以来の国内タイトルと語り、喜びを隠しきれな
い様子でした。2023年に調子を崩しランキン
グを500番台にまで下げてしまった内田です
が、またここからチャレンジャー、ツアーで成
績を残し、グランドスラム大会に挑戦して欲
しいと思います。

　ダブルスでは第４シードで、今年既に
フューチャズのダブルス（早稲田と筑波）で２
勝している伊予銀行の実業団選手の楠原
と中川のペアが、準決勝で第１シードの内田
と河内一真のペアをストレートで破り、決勝
ではオーストラリアのデラニー兄弟をファイナ
ルの末破り、今季通算３勝目をあげました。
ふたりは法政大学の出身でアマチュアとして
プレーしており、恐るべきサラリーマンプレー
ヤーです。

　軽井沢フューチャーズは皆さまのご支援
のもと、お陰さまで今年20周年を向かえるこ
とができました。来年もまたこの季節に21年
目の大会を旧軽井沢の軽井沢会テニスコー
トで開催する予定です。引き続きご協力くだ
さいますようよろしくお願いいたします。



　今村昌倫（いまむらまさみち）は1998年大
阪府八尾市生まれの25才。5才でテニスを始
め、有望なジュニアが集まるコスパ三国ヶ丘
クラブを経て、テニスの名門清風高校に入
学。ジュニアでは全国高校総体ダブルス準優
勝、大阪市長杯世界スーパージュニアダブル
ス準優勝などの戦績を挙げ、慶応義塾大学
に入学。３年生の時の2019年に全日本学生
テニス選手権のシングルスで優勝し、同年全
日本学生室内では単複に優勝し学生タイト
ルを総なめにした。2020年の全日本選手権

では大学生として16年振りに決勝に進出と
いう快挙でシングルスに準優勝し、卒業後の
2021年にプロに転向した。

　学生時代はコロナ禍の2020年に体育会
庭球部の主将となりチームをまとめようとする
が、部活動そのものが活動停止となり全体練
習などが出来ず苦労することもあったが、両
親の後押しや、志賀正人や上杉海斗ら慶應
義塾の先輩らのアドバイスがあり、思い切って
プロに転向したと話す。

　卒業後は１万５千ドルや２万５千ドルの
フューチャーズを転戦し、自己最高ランキング
も595位にまで挙げるが、翌2022年の秋に股
関節を痛め約８ヶ月の間治療に専念し、2023
年10月に復帰した。今年はカタールのドーハ
でダブルスで優勝、準優勝と続き、４月の柏で
はシングルスで準優勝、
軽井沢フューチャーズ
20周年記念ではベスト８
に入り、翌週の韓国では
準優勝、有明も準優勝と
徐々に元の状態に戻っ
ていると思わせる戦績
を残し始め、現在は632
位にまで来ている。ジュニアの頃からネットプ
レーが上手く。ダブルスでの戦績も良く、自己
最高は2022年11月の349位。今年だけでも
フューチャーズで２回の優勝と３回の準優勝
を残している。

　今村はタッチを生かして緩急を操るタイプ
で、フォアハンドのカウンターショットも得意。本
人は“パワー・ストローク”という表現をするが、
守備から攻撃へ大胆に切り替えていくところ
は観戦していても小気味良いプレースタイル。

　自身のイメージとしては、
なるべく早くフューチャーズ
からチャレンジャーの大会に
移行できるランキングに挙げ
ることが当面の目標で、その
後世界のチャレンジャーにト
ライして200位以内に入れる
ように出来ればと考えている

よう。そしてその先にはグランドスラムの予選
に挑戦するチャンスがあると…。そして目標
は世界四大大会の出場を目指す。

　今村のオフコートはいつも静かに微笑んで
いるイメージ。ファイトを試合中に大きくアピー
ルするタイプではなく、落ち着いてファイトでき
るメンタルの強さを持っている。基本的に身
体能力が高いので、どこかで“大化け”する
可能性が大。今年後半から来年に掛けて、
今村のブレークに期待したい。

クローズアップ／
学生王者が世界に挑戦＠今村昌倫

戦いの場を
チャレンジャーからツアーへ、
そしてグランドスラム出場を
目指します。
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軽 井 沢 の   熱 い 8 日 間軽 井 沢 の   熱 い 8 日 間
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ATP、ITFワールドツアーとランキングシステムの仕組み

ランキングポイントは過去52週（１年間）の大会が対象。52週が経過するとそのポイントは
消失して、新たな大会と置き換わる。

52週に出場した大会で獲得ポイント上位19大会の合計でランキングが決定される。ツアー
最終戦に出場した選手はこれを加えた20大会を合計する。四大大会、マスターズ1000大会
では、欠場しても合計する19大会に加えられる場合がある。

ランキングポイントは原則的に、大会のエントリー、シード順決定に使用される。負傷した場合
は、最後に出場した大会から3か月間の平均ランキング（エントリー・プロテクション＝EP)を
使って、復帰後の大会にエントリーできる。EPを使用できる大会数は欠場期間で変動する。

全豪、全仏、ウィンブルドン、全米とツアー大
会は2024年に合計65大会が予定されてい
る。数字の1000、500、250は優勝で獲得で
きるランキングポイント数。四大大会は優勝
で2000点を獲得する。木下グループジャパ
ンオープン男子はATP500になる。

国際テニス連盟（ITF)が管轄する大会。W25
とW15のカテゴリーに分かれ、優勝すると25
点～15点を獲得する。2023年は国内で８大
会が行われた。

ATPツアーの下部大会となるチャレンジャー
は、2023年に世界46か国・地域で約200の
大会が開催された。国内ではユニ・チャーム
トロフィー愛媛国際オープン、兵庫ノアチャ
レンジャー、横浜慶応チャレンジャー、四日
市チャレンジャーの４大会が行われた。

四大大会
（グランドスラム）

ATPファイナル

ATPマスターズ1000

ATP500

ATP250

ATPチャレンジャー

ITFワールドツアー男子

ATP TOUR, ITF MEN'S WORLD TENNIS TOUR

･14歳未満はATPツアー、チャレンジャー、ITFツアーに出場できない。
･ATPツアー、チャレンジャーには、14歳は最大で8大会、15歳は最大で12大会に出場できる。16歳以上は制限なし。

■選手の年齢制限（Age Eligibility）






